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第24回日本精神保健・予防学会学術集会は、コロナ禍の影響で開催が1年延期された。辻野尚久大
会会長をはじめとする実行委員会の面々は、2年に渡り開催と延期、オンサイトとオンデマンドの両睨
みでの準備に苦慮されたが、その分、熟成された素晴らしい大会となった。それを受け、大会シンポジ
ウムの特集を中心に据えた今号も読みごたえのある内容となっている。
今号では、オンライン・遠隔診療に関するテーマを取り上げた。移動や面会の難しさから必要に迫

られて普及したリモート技術活用の波ではあるが、診療場面でもその他の場面でも、期せずして時間
的・空間的な垣根を取り払っていった。24回大会でも、リモート技術をふんだんに活用して、専門家
や当事者が互いの顔を見ながら自由に準備や議論を行うことができた。一堂に会しての学会開催こそ
実現できなかったが、モニター越しに顔を合わせた時には、同志としてのつながりを実感し、忌憚のな
い話し合いがもてたように思う。活発な議論によって、早期介入の港がより自由で、実際的なものに
なっていくことを願ってやまない。
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